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会
の

よ

う
ぼ

く、

お
よ

び

国

〉
閃

日
頃

と
い

う
主

に
国

外
で

活
動
す
る

N

PO

団
体
の

メ

ン

バ

ー

で

あ
っ

た
。

つ

ま
り、

導
き
系
統
制
を
超
え
た

経

路
か

ら

多
数
の

支
援
者
が
参
集
し、

教
会
の

ル

ー

テ

ィ

ン

を
超
え
る

活
動

に
取
り
組
ん

だ

の

で

あ
っ

た
。

　
い

わ

き

市
に

お

け
る

創

価
学
会
の

拠

点
は
、

い

わ

き
文
化
会
館
で

あ

る
。

当
地
で

は
、

一

九
五
四

年
頃
か

ら

教
勢
が
拡
大
し

、

現
会

館
が
鉄
筋

化
さ
れ
た
の

は
一

九
七

七

年
の

こ

と

で

あ
る

。

常
磐
総

県
（
い

わ
き
市
と

相
双
地
区）

で

約
一

万
世

帯
の

教
勢
を

誇
る

。

震
災
で

は
、

人

的
・

建
物

被
害
は
な
か
っ

た
が、

当
日、

約
百
人
が

会
館
に

避
難
し
た

。

翌

日
、

原

発

事
故
報

道
を

受
け

、

五

ト
キ

ロ

メ

ー

ト
ル

圏

外
の

い

わ

き
平
和
会
館
に

移

動
し

た
が

、

避
難
者
は
一

五

〇
人
に

増
え
て

い

た
。

約
十
日

間、

平

和

会
館
は

（
行
政

指
定
で

は

な
い
）

避
難

所
と
し
て

機
能
す
る

。

新
潟
か
ら

の

お
に

ぎ

り
六

千
個
の

差
入
れ

を

皮
切

り
に

全

国
か

ら

支
援
物
資
が

送
ら

れ
、

断

水
か
つ

行

政
支
援
が

な
い

状
況

下、

非
会
員
十

数
名
を

含
め

た

人
々

を

保
護
し

た
。

そ

の

後
も

、

本
部
か

ら

応

援
職
員
が

派
遣

さ
れ

、

安

否
確
認
・

会
員
掌
握
が

進
め

ら

れ

る

と
と

も
に
、

各
地

か

ら

送
ら
れ

る

支

援
物
資
を

会
員
を
通
じ

て

配
布
し

て

回
っ

た
。

　
両
教

団
の

活
動
に

は
、

（
約
一

月
後
以

降
は
）

自

発
的
・

分
散
的
な

支

援
活
動
を

展
開
し
た

天
理
教
と
、

一

貫
し
て

集
権
的
・

計
画
的
な
支
援
活

動
を
展
開
し
た

創
価
学
会
と
い

う
対
照
が
あ
る

が、

積
極
的
か

つ

継
続
的

に

震
災
対
応
・

地
域

復
興
に

取
り
組
ん

だ
点
は

共
通
し
て

い

る
。

ま
た
、

自

治
体
に

多
額
の

義
捐
金
を
拠
出
し
た

点、

教
団
リ

ー

ダ
ー

の

メ

ッ

セ

ー

ジ

や
慰

問
が

信
徒
を

大
き

く
活

気
づ

け
た

点
も

共
通

し
て

い

る
。

こ

れ

は
、

伝
統

宗
教
と
対
照
を
な
す
側
面
で

あ
ろ

う
。

　

他
方、

阪

神
大
震

災
に

関
す
る

研
究
で

は
、

「

社

会
の

危
機
」

に

際
し

て

「

教
団
は

さ
ほ

ど

活
躍
し

な
か
っ

た
」

「

新
し
い

動
き
を

見
せ

る

こ

と

は

な

か
っ

た
」

と

評

価
さ
れ
た
こ

と

が

あ
っ

た

が、

今
回
の

大
震

災
で

は
、

上
記
二

教
団
は、

非
常
時
下、

実
質
的
に

行
政

機
能
を
代
行
し

、

地

域
コ

ミ
ュ

ニ

テ

ィ

に

対
し
て

大
い

に

公
益
性
を

発
揮
し
た

、

と
評
価
し
て

よ

い

だ
ろ

う
。

　

今
後
も

、

い

わ
き
と

い

う
三

重
苦
（
地
震
・

津
波
・

原
発
∀

に
苦
し
み
、

多
大
な
避
難

者
を
出
す
と

同
時
に

大
量
の

避
難

者
を

受
け
入
れ
て

い

る

特

殊
な
地
域
に

お

い

て
、

新
宗
教
教
団
が
ど
の

よ

う
な

活
動
を

行
っ

て

い

く

か
、

注
意
深

く
観
察
を
進
め
て

い

き
た
い

。

喫
緊
の

課
題
は

、

避

難
地
域

か
ら

移
住
し
た

信
徒
（
定
住
志
向
は
未
確

定
）

の

現
地

適
応
を
め

ぐ
る

問

題
へ

の

注
視
で

あ
ろ

う
。

パ

ネ
ル

の

主

旨
と

ま

と
め

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　

寺
田

　
喜
朗

　
震
災
発
生

以
降、

大
正

大
学
宗
教

学
研
究
室
は
、

学
外
研
究
者
と
の

連

携
・

協
働
を

図
り
な
が

ら
「

い

わ
き

市
」

と

そ
の

周
辺
を
フ

ィ

ー

ル

ド

に

し
た

調
査
研
究
に

着
手
し
て

い

る
。

震
災
被
害
（

原
発
問
題
を

含
む
）

の

実
態、

お
よ

び

被
災
地
の

復
旧
・

復
興

、

住
民
の

移
動
と
コ

ミ
ュ

ニ

テ

ィ

の

再
編
を
ト

レ

ー

ス

し

な
が

ら
、

い

わ

き
市
周
辺
に

お
い

て

 
仏
教
・

神

道
・

キ

リ

ス

ト

教
・

新
宗
教
（

諸

宗

派
・

諸

教

会
・

諸
教

団）

の

宗

教

者
・

宗
教

団
体
は

ど

の

よ

う
な
支
援
活
動
を
行
い

、

 
地
域
コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

の

中
で
、

い

か
な
る

役
割
を

担
っ

て

い

る

か
（
い

な
い

か）
、

ま
た
、

ど
の

よ

う
な
期

待
を

受
け
て

い

る

か

（

い

な
い

か）
、

 
東
日

本

大
震

災

は
被

災
地
の

宗
教
伝
統
に
ど
の

よ

う
な

影
響
を

与
え
て

い

る

か
（

葬
送
・

祭
礼
・

芸

能
等
と

い

っ

た
伝
統
的
な
宗
教
文
化
の

頓
挫
・

消
滅
・

再
興
・
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再
編）
、

こ

れ
ら

の

問
題
群
に

対
し、

中
長

期
的
な

研
究
計
画
を
立
て
、

断
続
的
に
実
地
調
査
に

取
り
組
ん

で

い

る
。

　

今
回
の

パ

ネ
ル

は
、

 
（
お
よ

び

 
）

の

領

域
に

特
化
し

た

（

相
対
的

に

短
期
日
の

動
き

）

諸
デ

ー

タ

と

分
析
結
果
を

提
示

す
る

も
の

で

あ
る

。

震
災
発
生

か

ら

約
一

年
半、

宗
教
者
・

宗
教
団
体
は

、

ど
の

よ

う
な

支

援
・

対
応
を

行
っ

て

き
た

か
、

そ
れ
は
地
域
コ

ミ
ユ

ニ

テ

イ

に

い

か
な
る

影
響
・

作
用
を
与
え
る

も
の

で

あ
っ

た
か、

こ

の

情

報
・

知

見
を
共

有
す

る

こ

と

に

よ

っ

て、

宗

教
者
・

宗
教
団
体
の

地
域
支
援
の

あ
り
方、

ひ
い

て

は

社
会
貢
献
活
動
の

あ
り

方
に
つ

い

て

検
討
を
加
え
る
こ

と

を
企
図
し

た
。

　

冒
頭
の

星
野
発
表
は
、

い

わ

き
市
の

地

域
特
性
と

新
旧
宗
教
の

概
況
を

報

告
し
た

。

人
口

動
態
・

産
業
構
造
を

概
観
す
る

と
と

も
に

被
災
の

影
響

（

温
度

差）

を

明
ら
か
に

し
、

原
発
避
難
者
の

二

層
性
を

解
説
し
た

。

ま

た、

様
々

な

宗
教
の

立
地
・

分

布
を

報
告
し、

空
間

軸
と
時

間
軸
を
適
切

に

押
さ
え
た

研
究
の

必

要
性
を

論
じ
た

。

齋
藤
発
表
は、

断

続
的
に

復
興

支
援
活

動
に

取
り
組
ん

で

き
た

高
野
山
真
言
宗
冷
泉
寺
（
お
よ
び
グ

ロ

ー

バ

ル

ミ

ッ

シ

ョ

ン

チ

ャ

ペ

ル
∀

の

事
例
か
ら
、

宗
教
者
が
地
域
コ

ミ
ュ

ニ

テ

ィ

に

果
た

し
た
役
割、

有
意
な
支
援
活
動
が
可
能
と

な
っ

た
条

件
を
論

じ

た
。

小
川
発
表
は
、

浄
土
宗
の

若
手
僧
侶
が
中
心
と

な
っ

て

結
成
さ
れ

た

支
援
グ

ル

ー

プ

（

浜
浄
青
）

の

ネ
ッ

ト

ワ

ー

キ

ン

グ

化
の

プ
ロ

セ

ス

と

そ
の

活
動
を

報
告
し

た
。

さ
ら
に、

彼
ら

の

活
動
を
バ

ッ

ク
ア

ッ

プ

す
る

こ

と

に

な
っ

た

宗
門
組
織
の

機
構
に

つ

い

て

も
論
及
を

加
え
た

。

寺
田
発

表
は

、

い

え
・

お

や

こ

組
織
類
型
の

新
宗
教

教
団
と
し
て

天

理
教
（

と

真

如

苑
）

、

な
か

ま
・

官
僚

制
連

結
組
織
類
型
の

新
宗
教
教

団
と

し
て

創
価

学
会
（

と

立
正

佼
成

会）

を

取
り
上

げ、

そ
れ
ぞ
れ
の

支
援
活
動
を

紹
介

し
、

そ
の

特
徴
を

論
じ
た

。

　
四

発

表
の

後
、

コ

メ

ン

テ

ー

タ

の

對
馬
路
人

氏
か
ら
、

 
（

新
宗
教
に

限
ら
ず）

現
地
の

宗
教
を

類
型

的
に

捉
え

、

支

援
活
動
を

分
類
し

て

把
捉

す
る

こ

と
、

 
（

今
回
は

支
援
に

成
功
し
た
事
例
が

取
り
上

げ
ら

れ

て

い

た

が）

支

援
で

き

な
か
っ

た

宗
教
者
・

宗
教
団
体
が

直
面
し
た

阻
害
要
因

の

分
析、

 
支
援

す
る

側
に

止
ま
ら
ず

、

支
援
さ
れ
る
側
の

反
応
・

評
価

の

分
析、

 
宗
教

団
体
の

メ

ン

バ

ー

（
檀
家
・

氏
子
・

会
員）

と
一

般

住

民
へ

の

支
援
の

区

分、

と
い

っ

た
今
後
の

調
査
研
究
の

課
題
や

、

 
被
災

の

影
響
を、

衣
食
住
に

か
か
わ

る
身
体
的
な

レ

ベ

ル
、

親
し
い

人
を
失
う

社
会
関
係
の

レ

ベ

ル
、

前
途
の

希
望
を

失
う
等
の

「

心
の

傷
」

の

レ

ベ

ル

に

大
別
し
た

時、

今
後
は

心
の

レ

ベ

ル

（

宗
教
の

真
価
が
問
わ

れ
る

レ

ベ

ル
）

が

大
き
な
課
題
と

な
っ

て

く
る

の

で

は

な
い

か
、

と

い

う
コ

メ

ン

ト

が

出
さ
れ

た
。

　
ま
た

、

フ

ロ

ア
か

ら

「

支
援
者
が

疲

弊
し
な
い

よ

う
な
取
り
組
み

は

あ

っ

た
の

か
」

「

宗
教

者
じ

ゃ

な
く
と

も
で

き
た

支
援
の

よ

う
に

も
聞
こ

え

る
が

、

宗
教

者
な

ら
で

は

の

支
援
と
は

な
ん

だ
っ

た
の

か
」

「

都
市
全

体

を
見
れ
ば、

宗

教
者
の

支
援
な
ど
微
々

た
る
も
の

で
、

有
効
と
は

見
な
さ

れ
な
か
っ

た
の

で

は
な
い

か
」

等
と

言
っ

た

質
問
・

意

見
や

「

宗
教

者
に

よ

る

被
災
者
収
容
の

こ

と
を
も
っ

と

説
明
し
て

欲
し
か
っ

た
」

等
の

コ

メ

ン

ト

が

寄
せ

ら
れ
た

。

会
場
に

は

三

〇

人
を

超
え
る

聴

衆
が
詰
め
か

け
、

活
発
な
討
議
・

情
報
交
換
が
な
さ
れ
た

が、

実
に
様
々

な
角
度
・

立

場
か

ら
、

今
後
の

調
査
研
究
の

課
題
・

留
意
点
を

指
摘
・

提
言
し
て

頂
け
た
こ

と
は
、

誠
に

あ
り

が
た
か

っ

た
。

関

係
者
各
位
に

感
謝

す
る

も
の

で

あ

る
。
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